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新年あけましておめでとうございます。2024年 1 月か

ら引き続き編集委員長を務めることになりました上原里

程です。編集委員の交代に伴い新たに 9 名の編集委員を

迎え新体制となりました編集委員会で，公衆衛生の発展

に寄与する学術雑誌を目指して参りたいと思いますの

で，今後ともどうぞよろしくお願い致します。

さて，第71巻第 1 号では原著 2 編，公衆衛生活動報告

1 編，資料 1 編の計 4 編を掲載しています。宮脇らは，

医療・健康分野における健康情報を収集する能力ととも

に双方向性に対応した多様な能力の両方を評価する尺度

として欧米で開発された Digital Health Literacy Instru-

ment（DHLI）の日本語版を作成し，その妥当性と信頼

性について検討しています。本尺度が本邦におけるデジ

タルヘルスリテラシーの研究で広く活用されることが期

待されます。亀尾らは，地域在住中高年尿失禁女性を対

象として非対面の歩行や筋力トレーニング指導による尿

失禁の頻度，量および QOL 改善効果を検討していま

す。非対面による指導でも介入効果が示唆される内容で

あり，効果的な指導方法の選択肢が拡がる可能性を示し

ています。

横山らは，全国保健所長会の公衆衛生医師確保育成事

業として実施された，医学生の就職活動におけるイン

ターネットサービスの活用状況調査結果に基づき作成し

た動画による公衆衛生医師の確保に向けた広報活動を，

公衆衛生活動報告として報告しています。各自治体や大

学や医療機関との連携を深めることで医学生や臨床医に

おける情報源の認知度が向上し，動画による広報の効果

が高まることが期待されます。緒方らは，地域における

3 か月児健康診査のデータを活用し，経済不安と乳児を

育てる母親の心理的側面との関連を検討しています。3

か月児健康診査時に母親に経済不安があることは，孤独

を感じる，不安を感じる，子どもとの生活にイライラす

るという心理状態と関連しており，経済不安がある母親

への支援の必要性を考察しています。

本誌では質の高い原著論文はもとより，現場実践に役

立つ公衆衛生活動報告も数多く掲載したいと思っており

ますので，会員の皆様には自治体等現場での取り組みな

どを公衆衛生活動報告としてご投稿くださいますよう，

よろしくお願い申し上げます。 （上原里程）


